
報告書 2024年 3月 29日

屋　号 吉岡わくわくこども食堂 氏　名 桑村　真弓

題　名 吉岡わくわくこども食堂報告書

期　間 ２０２２年　2月～２０２３年　2月

概　要

一年間に開催した吉岡わくわくこども食堂の日程と内容

内　容

対象者

高校生までのこどもは無料、保護者は300円から予約受付

実施内容

実施回数　6回

5月13日・7月1日・8月4日・9月2日はイマココ子育て支援から＠￥３００としてお弁当を購入して配布

イマココ子育て支援（西条市神拝甲511-22森ビル）からお弁当の配達代として支給

12月2日・2月３日は吉岡公民館にて調理して、イートインとテイクアウト両方を実施

丹原高校生１５名がボランティアとして参加

課題・問題点

二回吉岡公民館での調理開催をして、高校生のボランティアが大人数手伝ってくれたのは助かったのだが、
やはり大人の方のボランティアの参加が必要だなぁと感じている。

公民館開催だと、地域の方が野菜や食材を持ってきてくれても、保管できないため地域の方にお願いができない。
公民館が令和6年度から土日休館日となるため予約受付の紙媒体での回収が難しい。調理も難しい

テイクアウトと、イートインの両方をしてみたが、イートインでの参加が少ない。本来のこども食堂の思いとしての孤食を少なくしたいこともあるので
どのようにするとイートインが増えていくのか。

今後の活動対策

紙媒体からの予約受付ではなく、インスタからの受付を勧めていきたい。

公民館と土曜に調理室を借りれるのか、協議していきたい

地域の方へのボランティアを募集していき、吉岡単独での開催が増えていきたい。


